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目 的

定置網に関する詳細な漁海況情報を蓄積することに

より，資源管理を行っていくための基礎資料とする。

方 法

三重県内の大型定置漁場のうち，相差・志島・片

田・阿曽・贄・方座・錦・島勝・須賀利・九鬼1号・

九鬼2号・早田・梶賀・阿田和1号・阿田和2号の15

漁場を対象に平成16定置年度（平成16年10月～平成

17年9月）の魚種別漁獲量を調査した。

今年度から阿田和を1号と2号に分けて集計（これま

では2号のみ集計）すると共に，調査期間に8月と9月

を加えた。また集計魚種を一部変更し，その他アジ類か

らマルアジを，その他イカ類からアオリイカを，その他

ハギ類からウスバハギを，ヒラメ・カレイ類からヒラメ

をそれぞれ独立させた。

結 果

詳細については平成16定置年度（平成16年10月～

平成17年9月）三重県ブリ定置漁獲統計で報告したの

で，以下は結果の概略を示す。

平成16定置年度の総漁獲量は4,498トンで前年度比

113％であった。魚種別ではマアジが953トンと最も

多く全魚種の21.2％を占めた。次いでブリ875トン，

サバ（ゴマサバとマサバ）815トン，ワラサ312トン，

イワシ類（分類されていない統計分）150トン，マルソ

ウダ123トン，マルアジ118トン，カタクチイワシ112

トン，スルメイカ99トン，シイラ83トンであった。漁

獲量10トン以上の魚種の中で前年度と比較して漁獲が

増加したのは，ヨコワ（前年度比5.0倍），タチウオ（同

3.2倍），トビウオ（同2.6倍），メジナ（同2.5倍），サ

ワラ（同2.3倍），マアジ（同1.9倍），サバ（同1.8倍），

フグ類（同1.8倍），カンパチ（同1.6倍）等であった。

逆に減少した魚種は，ボラ（前年度比26％），カマス

（同43％），シイラ（同62％），スズキ（同62％），ヒ

ラソウダ（同63％），イワシ3種合計（同67％），スル

メイカ（同70％），イサキ（同76％），カワハギ（同

79％）等であった。

ブリ（6㎏以上）の全漁獲尾数は126,105尾（前年

度比1.02倍）で，平成11定置年度の104,850尾，平

成15定置年度の123,070尾を上回り，昭和41年度以

降では昭和47年度に次ぐ漁獲尾数であった。漁場別で

は片田で57,399尾に達し，全漁場の46％を占めた。

ブリのまとまった入網は春季にみられ，4月に全体の

60％，3～4月では全体の85％，2～5月では全体の

98％が漁獲された。全漁場合計の最高尾数は4月17日

の12,605尾，次いで4月26日の11,206尾，4月21日

の8,599尾，4月18日の8,457尾，4月24日の7,445

尾，4月27日の6,275尾，3月31日の6,222尾であっ

た。1漁場における1日の最高尾数は片田の10,560尾

（4月26日），次いで片田の7,518尾（4月21日），

5,838尾（4月27日），相差の5,838尾（3月31日）で

あった。

ワラサ（2～6㎏未満）の全漁獲尾数は74,846尾

（前年度比96.4％）で，ワラサ高水準の平成元年度以降

では平成12定置年度に次ぐ低水準であった。ワラサの

入網は秋季と春季にピークがみられ，11～12月に全体

の30.8％，4～5月に全体の38.6％が入網した。全漁

場合計の最高尾数は5月9日の5,515尾，次いで12月

13日の4,195尾，2月13日の3,645尾，4月5日の

3,367尾，11月28日の2,870尾，2月14日の2,803

尾であった。1漁場における1日の最高尾数は片田の

5,482尾（5月9日），次いで片田の4,190尾（12月13

日），3,596尾（2月13日）であった。

イナダ（0.5～2㎏）の全漁獲尾数は54,713尾（前

年度比1.5倍）であったが，8月と9月を入れない前年

度までの集計では15,056尾（前年度比42.3％）とな

り，過去25年で最低の漁獲尾数であった。イナダの入

網は8月と9月に当歳魚（2005年級群）の集中した漁

獲（全体の72％）がみられた他は，極めて低調に推移

した。漁場としては8月と9月に操業した贄と島勝で多

く，全漁場の約73％を占めた。2004年級群の漁獲と

しては，片田の2,087尾（12月6日）が1日当たり最

高で，次いで片田の1,479尾（2月13日）であった。

ブリ以外の主要魚種の漁獲動向では，マアジが過去

10年では平成7定置年度に次ぐ高水準，サバ類が平成
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8定置年度に次ぐ高水準であったが，イワシ類3種合計

は過去5ヶ年平均並みの低水準であった。サバ類ではゴ

マサバ，イワシ類ではカタクチイワシが主体であった。

その他の魚種では，近年低水準が続いているサワラが

12.6トン漁獲され，平成4年度以降で初めて10トンを

越える漁獲があった。
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